

      「リップヴァンヰンクル」
                      アンジェラ・ヒヨン
  リップヴァンヰンクルは町の近くの小さいコッテジですんでいた。仕事をしなくて一日中酒をのんだり、歌をうたり、町の男の子とあそんだりした。家に帰るとき、彼の奥さんはいつも彼がしかったので、家に帰るのは好きじゃなかった。だから、いつもバーにいた。 でも奥さんの事に大好きので、心で本当に悲しくて寂しいだ。
  あの日、山に登って、森林で歩いた。もうすぐ夜になって、リップヴァンヰンクルは迷っていた。その時に、となりの山からの声聞こえた。その声はエフルのだ。リップヴァンヰンクルはエフルたちと一緒にあそんで酒をのんでいた。彼はぐっすりねむっていた。朝に起きて町にかえた。でも町はまったく変わっていた。彼の奥さんはもう死んでいた。娘は農家と結婚した。山で一日経ったのに、町で二十年間経っていた。彼は後程死んでいた。
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